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老木園の問題点
　「幸水」は樹齢３０年を過ぎると、樹勢の低下による果実肥大の不良や収量の低下が見られるようにな
る。
　樹齢による果実肥大や新梢の伸びを比較すると、老木園（樹齢３０年）は新植園(樹齢10年)や改植園（樹
齢１０年）に比べて果実肥大が劣り、発育枝の伸長も不十分である。

図１ 幸水の改植と果実肥大 図２ 幸水の改植と新梢伸長

　また、萎縮病による収量の低下や主枝の枯れ込みなどが発生することも多くな。 　幸水では樹齢２５年頃
から計画的に改植を進める必要がある。

図３ 萎縮病の症状 図４ 萎縮病樹の主枝の枯れ込み
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